
俳
句
課
題天

地
「
ミ
ノ」

一
字
詠
込
み「
飛
」

狂
俳
課
題

秋

日

和
、

初

恋
、

札

所
、
ど

う
に
も
な

ら
ん
、

夜

回

り
、

里

の

親
、

雪

の

合

掌
、

温

和
、

お
そ
が
い
、
若
鮎
、
鵜
篝
、
新
米
、
良
妻
賢
母
、

古
戦
場
、
今
時
の
娘
、
守
り
神
、
北
ア
連
峰
、
決
断

選
者

細

味

庵

佐

巻

宗

家

八

仙

斉

晴

月

宗

家

松

韻

亭

恵

月

会

長

秀

峰

庵

喜

久

水

大

人

斐

水

庵

惠

華

大

人

芳

翠

苑

美

松

大

人

壽

雅

院

則

天

大

人

鵄

尾

里

庵

為

食

大

人

一
位

文
部
科
学
大
臣
賞

二
位

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

三
位

岐
阜
県
知
事
賞

四
位

岐
阜
県
議
会
議
長
賞

五
位

岐
阜
県
教
育
長
賞

六
位

岐
阜
市
長
賞

七
位

岐
阜
市
議
会
議
長
賞

八
位

岐
阜
市
教
育
委
員
会
賞

九
位

東
海
樗
流
会
長
賞

～
二
十
位

同
点
の
場
合
は
高
番
順
と
い
た
し
ま
す

文

化

庁
・

厚

生

労

働

省
・

岐

阜

県
・

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
文
化
祭
２
０
２
４
実
行
委
員

会
・
岐
阜
市
・
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
文
化
祭
２
０
２
４

岐

阜

市

実

行

委

員

会
・

東

海

樗

流

会

細

味

庵

佐

巻

八

仙

斉

晴

月

井

藤

恵

月

小

栗

若

声

亀

山

則

天

亀

山

文

月

遠

藤

瓢

月

熊

谷

詠

月

岐
阜
地
区
一
同

遠

藤

為

食

林

七

曲

小

栗

若

声

此

嶋

松

栄

句
集
所

岐
阜
県
郡
上
市
美
並
町
上
田
一
八
五
五
❘
一

〒
五
〇
一-

四
一
〇
一

電
話

〇
九
〇-

六
五
八
三-

三
〇
五
四

小
栗
若
声(

均
）
宛

規

定

〈
投
吟
〉

二
十
句
一
組

変
名
可

二
組
迄

投
吟
用
紙
で
投
吟
下
さ
い
。

〈
投
吟
料
〉

無
料
〔
当
日
参
加
の
方
は
、
お
弁

当
・
お
茶
代
・
賞
品
代
と
し
て
当
日

会
場
で
千
円
い
た
だ
き
ま
す
。
〕

〈
締
切
〉

令
和
六
年
四
月
十
五
日(

月)

〈
開
巻
〉

令
和
六
年
十
月
二
六
日(

土)

九
時
半
発
声

〈
会
場
〉

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー

小
劇
場

岐
阜
市
金
町
五
丁
目
七
番
地
二

電
話

〇
五
八-

二
六
二-

六
二
〇
〇

当
座
課
題

一
題
一
句
吐
十
句
一
組
限
り

美
濃
和
紙
・

い
よ
い
よ

郡
上
踊
り
・

は
き
は
き

志
野
焼
・

う
き
う
き

飛
騨
春
慶
・

よ
し
よ
し

岐
阜
提
灯
・

き
ら
き
ら

選
者
は
当
日
ご
出
席
の

大
人
に

お
願
い
し
ま
す

十
二
世

十
二
世

顧

問

〃

大
会
委
員
長

副

委

員

長

〃

総
務
委
員
長

副

委

員

長

〃

総

務

会

計

〃

清

硯

〃

「
清
流
の
国
ぎ
ふ」
文
化
祭
２
０
２
４

狂
俳

一
般
の
部

主

催

賞
に
つ
い
て
は
、
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 狂

俳
の
祭
典


